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ニ就テ ノ寅験的研究...・H ・H ・H ・－…・…・・・…………………………・・・…鈴 江 瑞 穂

〔臨床〕

S字放結腸ノ軸持不通症ニ就テ…－・・・…・…・…・…・・・H ・H ・........・H ・ノj、 山 田 豊

腸管脂肪腫エ因スJレ1J、腸重』畏症…...・H ・－…・…・・........…－…，...・H ・－－山 本 明 治

烏潟教授臨床講義…...・H ・－…・・……・………....・H ・...・H ・H ・H ・...・H ・－鳥 潟 降

〔塾曾〕

第三十一回近畿外科製曾

〔外国文献〕

間潟員ノ臨床的経験共他10編

〔雑録〕

烏潟教授洋行談

〔曾報〕

昭和五年十 二 月 二 十日印刷

昭和五年十 二 月廿 五 日後行

京都市左京区吉岡二本松二Oノニ
編暢費量霊堂行者 西 村 政 太 郎

京都市中京区柳馬場三傑南

印刷者 藤井政之助

京都市中京医柳馬場三保南

印刷所 株式曾枇似玉堂

京都帝国大高書留事部外科準教室

設行所 日本外科賓画編輯室
（猪子、伊藤雨教授記念曾）
振替口廃大阪五八二七八番



創傷魔女閑新剤

宇ヌ・ザJt,ヘ
DES-SALEE 

一般創傷、廃嫡、潰湯、探疹等を始

め芯 L.外科、皮膚科、婦人科、眼科

耳鼻科等の領域に虞汎をる用途を有す

一般軟膏に比し、表皮形成作用著し〈迅速に

Lて、健康肉芽の催生叉極めて願著、乾燥性
大にして、而も創面に固着せざる等幾多の特

色を有す。

デス・ザルベは亜鉛筆軟背中に、組織新生並に細胞鐙抗力を滑強する作用強

大なる肝油を醍L、更に＠！液の吸枚を佳良ならしむる目的にて、二、三の薬

物を附加して成れる新軟膏剤なりω

用法 リ ン ト叉｛ま7 ラ yネルに展延して™おす

包装 25瓦入 100瓦入 500瓦入

E手法 尋 常奨

東京・室町 三共株式曾紅
大阪・蓋北・紐育



康
欄
傷

電車．．．．．．．． 
2・・園田園.• ＜司・圃圃・・・四.. 箇置.. ・2凶駅温＂＂

を

短

時

日

に

ゆ

s

，
t
y
－

－
－

t
F

快

癒

す

る

昌

，

＆

，

a
7
3
4
v

仁
、
が
れ
た
り
、
膿
を
亦
泌
し
た
り
、
或
は
痴
皮
が
出
来
に
や
う
な
所
謂
「
治
り
に
く
い
傷
」
を
極
め
て

短
い
時
日
で
、
し
か
も
無
痛
無
刺
戟
的
に
治
癒
せ
し
む
る
グ
イ
タ
ミ
ン
A
外
用
創
で
あ
り
ま
す
。

皮
膚
細
胞
を
新
生
す

艇
欄
せ
る
創
商
会
保
護
し
な
が
ら
、
患
部
の
柴
養
と
生
活
力

と
を
復
活
し
て
、
白
血
球
を
増
加
し
、
皮
膚
細
胞
の
自
壊
を

阻
止
し
、
肉
芽
表
皮
を
新
生
す
る
皮
脂
強
批
療
法
で
、
同恥
怠

る
防
腐
剤
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

線
引
が
付
け
と
剥
離
す

従
う
て
老
も
創
聞
に
刺
戟
を
輿
へ
な
い
の
み
で
な
く
糊
併
が

ク
ツ

つ
か
な
い
で
す
ら
／
＼
と
剥
が
れ
‘
一
日
毎
に
治
憾
の

進
行
が
認
め
ら
る
ー
な
ど
最
も
進
歩
せ
る
楽
剤
で
あ
り
ま
す

子ヲ悼 む電器SS骨1.. -

地説辺；
、．，

外
傷
．
凍
傷
、
火
傷
．
腹
湖
性
皮
膚
炎

膿
痴
疹
、

X
線
漬
傷
、
得
策
、
耳
漏

痔
疾
、
軟
下
府
、
膝
腹
側
等
に
用
途
康
汎
。

議
引
が
耳
コ一皇
室
－冗

坐
柴
』
l±
面、

五
O
悩
縁
式
曲
量
田
遁
元
三
郎
間
店

腔
球

六
個
。
撒
布
剛

一一一
O
瓦

東

京
市
日
本
一瞬間
刷
本
町



No. 4 (0.60 gr) 

No. 5 (0.75 gr) 

No・6(0.90 gr) 

ア

i
セ
ミ
シ
の
御
撰
m川
を
奨
む
。

No. 1 (0.15 gr) 

N。.2 (0.30 gr) 
No. 3く0.45gr) 

‘4ヲ・1谷

解

迅

速

効

優

秀

奏副
作
用
l
i
t
－皆

無

使

易

用

筒圏
各

競

共

一
本
毎

－
二
割
増
券
添
付

第
・・ーー・

製

！！薬
長足株
区橋 同

室長式

f長曾
11 f止 各競共十本入包装の特債品あり

N・5

・
献
謹
呈
）



供提債特＝責務刊新
慶
慮
義
塾

大
撃
講
師

友

著

［特
債
期
岡
崎
院

殴
商
事
博
士

助

目。
田

全
一
加
・
四
六
倍
判
型

本
雄
・
綿
ア
ー
ト
紙
刷

紙

数

五

百

二

十

頁

揮

闘

六

百

七

十

二
個

正

債

金

拾

固

特
慣
金
八
回
五
拾
銭

『
内
地

金
二
十
四
銭

郵
税
（
領
土

金
六
十
五
銭

従
来
骨
折
の
治
療
成
績
は
甚
．た
思
は
し
く
な
く
、
往
々
驚
く
べ
き
不
結
果
に
終
っ
て
居
る
事
貫
か
ら
見
て
、
共
成
績
を
改
善
せ
ら
る

べ
き
黙
が
多
々
あ
る
。
元
々
骨
折
は
原
則
と
し
て
非
観
血
的
に
治
療
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
只
必
要
あ
る
も
の
に
槻
血
的
療
法
ぞ
敢

行
す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
の
見
堺
を
つ
け
る
こ
と
が
最
肝
要
で
あ
る
。
骨
折
と
見
れ
ば
無
暗
に
手
術
す
る
の
不
可
な
る
は
勿
論
之
れ
と

反
針
に
只
語
も
な
く
手
術
ぞ
忌
避
す
る
の
も
其
首
ぞ
得
な
い
。
叉
在
来
の
骨
折
の
観
血
的
療
法
は
多
く
の
不
備
の
黙
が
あ
る
。
就
中
悶

定
用
の
材
料
と
し
て
の
物
質
の
謹
揮
世
に
閲
定
法
の
形
式
の
研
究
が
足
り
な
か
っ
た
事
は
多
大
の
鍛
黙
で
あ
る
。

現
在
の
欣
態
で
は
例
へ
ば
大
腿
骨
の
完
全
管
折
で
一
度
著
し
い
縦
軸
移
動
が
起
っ
た
様
な
も
の
は
醤
者
も
患
者
も
治
後
多
少
の
陣
醗

を
遣
す
の
が
首
然

ω様
に
信
じ
て
居
る
が
、
之
れ
は
怪
し
か
ら
ぬ
事
で
あ
る
。
骨
も
入
植
組
織
の

一
で
あ
る
以
上
、
共
損
傷
に
劉
し
必

要
に
感
じ
適
嘗
な
る
手
術
的
方
法
を
施
し

τ生
理
的
飲
態
に
復
す
る
に
努
力

す
べ
き
で
あ
り
、
叉
多
く
の
揚
合
共
は
甚
だ
困
難
で
な

以
上
は
著
者
の
遁
懐
の
一
部
で
あ
る
。
著
者
は
此
意
気
そ
以
て
本
書
に
草
し
た
。
氏
は
虞
執
事
な
斯
撃
の
研
鏑
者
で
あ
り
、

熱
心
な
る

診
察
家
で
あ
り
、
勝
叉
豊
富
な
る
経
験
の
持
主
と
し

τ令
名
あ
り
、
従
て
之
れ
が
摘
は
れ
で
あ
る
以
上
本
書
の
内
家
は
甚
だ
興
味
あ
る

諌
物
で
あ
る
と
信
す
る
。
四
六
倍
判
大
型
五
百
数
十
頁
挿
闘
六
百
七
十
二
個
の

一
大
新
著
で
あ
り
、

挿
岡
の
大
部
分
は
著
者
賞
脆
弱
震

の
占
む
る
所
で
あ
っ
て
斯
の
如
、
き
は
他
書
に
共
比
を
見
出
し
難
い
。

之
れ
内
容
の
優
秀
と
相
並
ん
で
本
書
の
機
戚
と
す
る
所
で
あ
る
。
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編
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編
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一
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の
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後
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編

第第第
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店書堂山南（喜定主要弘~I容量）型謀議所行後



NUPERCAIN 
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新
局
所
一
蹴
酔
薬

ヌ
ベ
ル
カ
イ
ン
ノ

ヌベルカイン「チパ」
（鰍米仁於付る Percain-CibaJ

。0・NH•CH，・CH,•N(C,H,),,
/ , +HCl 

局
所
麻
酔
酬
の
歴
史
に
大
書
さ
る
べ
き

＼ノ」／－OC,H,.
N 

Mベルカイ νI！民地tの局所麻酔績旨其の北感的構造会〈
＇！＇.なれ ~a－ アチ － · オキシ 『· ~ヒ· ~ y酸”zチールZ
チーレ，，.，， r ミドの．蝕•tL•)

〔謄用〕

従来の製剤左巽He!印る局所縦僻に願期し得

使用 l霞度〉

νA  , 1ヒwrir属品商事：D05:'" iニ刊か－0.1%1-ff：削
ォーイルス ト j;lj.逢蝋酔： 日 05 ~弘 ｛ 一千fffl 一日 1 ~協同予措｝

腰 推 麻 酔t0.1 ？.の何千f伽ーo.s削 二自制

.llJ!.P凶帆刊ω粘膜胤僻：1.0お (Ii 1告，＿ 2 拓 国 判剖

fl路、尿道』え勝月正雌酔： O.OZS~d四千 1111-0.1 知一千t削

C特長】

(1）局所麻僻力極めて強度なり

(2）作用持繍時間甚だ 長 し

〔3）加熱滅菌するも効力減退せず

(4〕治療的用量範囲に於て中毒を生起せず

〔5〕 様めて稀薄i容i夜を使用するにより康慣也

【醤骨注窓】 (1）ヌA ルカイ シl:t他の総て
のん1所麻酔州iこ比L局所麻酔力極めて強
度な芯や以て其用量及び溶液の調製比例

等l二重すL誤られざる様特lこ充分なる御注
意t:e乞ふ。く2）本剤溶液はγルカリl二鋭
敏なるら以て貯量産保存lこl:tアルカリや含
まざる硬貨尉子や使用L又アルカリ性業
抑jの配怪奇避けられれL。（3〕ヌ A ルカ
イン溶液の使用l二際Lて｛:t必ずチパ・エ
ビネ ァ リ ン （議l:t ア ド レナ リシ）~添加
ぜられれL。 ー

E包装E

粉末 1瓦人 ・ 5瓦人

文 他錠剤・注射 彼

皇国指 '" 
日..鎗代理出’k 隻 免
時的 ~j

渇 西，，＿ セ ル it 串工車合~！ I ，、ア竺ン屯 I 

-・ ~ ... I’‘l I・E I 鰍式曾吐置 、 ！•； iii I ’・~.I.」て屯 I 

車，；， 小西新・島屑・三 品 、、、ι.IL』，，._, 



新局所麻酔剛ヌベルカイン・チパ臨抹治験抜奉

大阪留科大事第一外科教室

ドクトル フリりヅへ JI-テJI-先生
瞥撃士清水源一郎先生

余等Itヌイルカインら以て嘗科の大小手術登百産量
伊IT＂＞臨；休JI'.験に謄用L売り。其何れも従来の局所
麻同＇（＇幾にて手術ぜるものよりも術後の疹痛（:t甚だ
L ＜紐皮なるか或は金〈無痛なり L(:t、最もf食快
た感ずるものなり。特にIi様突起切I徐術ヘルzヤ
痔の数イ同！の如きl:t術後患者（:t議書叉l工事務の打合
~tiι たる如き現象l:t未だ嘗て見ざるさ ζ ろなり
要するlこ；ヌ...： ）レカイン（:t、溶液の銅製容易tt.Z事
特l：耐熱性ft.1-> I匹従来の着陸剤lこ比L有数持績時間
長〈、 手術後の疹痛少きか或（:t会〈無．痛なる事l:t
脊々外科曹の最も慶賀すべきものなり。然L副作
周忌少Lも認めず。後疹痛の偽術後或は術前モヒ

其他の補助麻同事も不要なりき。 〈大阪聖書~~曾講演
要旨昭和五年二月二十日於大阪嘗科大年講堂〉

日本赤十字社病院外科

主任醤拳博士陰山 案先生
密皐士費藤繁治先生

『ヌ A ルカイン・チパら外科領主主にR信用L会例に於
て、よ（麻酔の使命ら逮ι手術吾容易l：施行ι得
Zのみならず在来の局所麻隣諸毎に上ヒL謹か1：優れ
たる長所や有す。即ち在来l二ては到底局所麻R事業
を府ひ施行L得ざる小児も何の苦痛な〈手術1,e完
行せられ「ク ロロホルムエーテル jの使用範間金

＃狭少ぜら芯 h感わり。痢U'I事持綬時間長き符術後
疹痛か訴ふるこさなく叉之わるも極めて程度のも

の故鎮痛剤投奥の要なL。叉日常使用量範闘にて
は副作用な書偽老若を問はず使用t!られ習慣作用

等の忌むべきものなL。

大阪歯科醤~~専門事校礎物準教室
瞥率博士黒田鶴 治先生

新局所麻酔剤ヌベルカイ yの鶏理作用lこ就て賀験

Lたる成績より観察するときはヌA ルカインl:t知
書E麻酔力甚だ~＜煮沸消みに釣L安定i ： ιて且つ
組織の隊内性な〈血管繍~性わるもアドレナリ〆
（チパ・エピ芋 7 リエ〆〉のi昆布Il二より其依勤l1e補ふ
こさら得tかも臨床上甚だ稀薄務液（0.1%乃至。059引に於て有効lこLて注射表面爾麻同事l：遁L
麻酔の持鰻大なるか以て今後臨床的研究の興味わ

るものさ思考す。ヌA ルカインの知費麻1事与誘起

する濃度さ同ーの知使麻療や起すヨカイ νのt農E民
主た比絞するさきl:tヌA Jレカイ 3〆は 2カfY より
務性少L。 く口腔病拳曾雑誌第四巻第二駿附希日Ii..
年六月二十日後行〉

No. 1218 

千葉留科大事

諸経三輪徳寛先生

「余のヌ A ルカインl二重すする寅験成緩や綜指する

lこ本F申IJ(tヒノリン務導憾の一新麻酔持績凝I:（，て
従来知ちれれ志麻酔郵jcf!最も：有効lこして且麻僻持
機時間是L：長L、本抑lは外科的手術の局所麻酔剤
さして優れれるのみならず粘膜及表ft麻酔にも用
ひらる。従来全身作用わるモルヒネ等iこよりてi析
〈到達ぜる目的は本蛸lこよりて能〈主義し得ぺし」

〈三論外科診断及療法、外科診断及療法手技第三巻

昭和五年五月一日毅行〉

東京帝閥大E堅鴇皐部産科婦人科数室（主任務瀬教授）
日本留科大県産婦人科数室

割拳博七岩田正遁先生

（前交略）！毛始め l工事ちヌ Aルカイシ溶液の少量I~
以て事足る程式手術、局所的小手術lニ用ひ手足で漸

次其用量l1e"ttLて浸潤麻酔lこよる開腹手術lこ慮周

L＇効果の程度、持縦、副作用の有無や注意Lて観
察 L最後に之ル腰椎麻酔i：周ひ悶じく効果副作用
た観察Lトロパコカイ νさの比絞ら試み1:~） 。未
だ研究続行中なるも症例中各種の婦人科的手衡や

包括ぜる lこ何れも其効果見 1.>~ （殊lこ従来のョカ

イν及其誘導憾の主主・〈及ばざる長所た具備てまるた

確認ι得f：り。 （日本婦人科事含雑誌第二十五巻
第ぺ被昭和五年八月一日聖堂行〉

栃木鯨立宇都宮病院耳鼻咽喉科

瞥事博士山本常一先生

「表面麻酔の目的lこ296ヌA ルカイ :Yj容液ltョカイ
シの15-20%1容液lこ相蛍せり。ヌイルカイ〆は其

麻酔効力時間長L、コ カインのま口き苦味な〈、叉

脅f貫性副作用なL、臨林上の使用量lこ於てコカイ
νよりも十分のーの安値なり。ヌ A Pレカイン（:t浸
i回廊目t-::'. Lて0.0596！事逢麻酔にも0.0596溶液1,e用
ふfill..使用の際必ず二十銘毎に十滴のチパ・エビ
ネ7 リンを滴下す。 〈治療及慮方第十一年第十ー

答第六冊第百二十四披昭和五隼七月携〉

端西ぺpレν大事薬物事教室
DR. FR.UHLMANN 

「あらゆろ新局所麻酔朔ltf1ヌA ルカインlt浸潤停
主主麻齢の外粘膜l二も強度lこ作用L加熱lこ主りて滅
蔚するを得且つ頗る長時間lこ及ベる作用持捌性や

有せる等絶大なる特長在有す。J
(Narkose und Aロaesthesie,H.6,1929.) 

凸時間品柄草食品＇＂＇録制互M・E・5
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献
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試
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品
御
申
込
次
第
贈
呈
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念
品
社
枚
に
慢
性
ロ
イ
マ
チ
ス
、
紳
純
箱
、
閥
節
痛
、

肩
凝
、
腰
痛
等
に
針
し

τ問
著
な
ろ
効
果
L
T
有
し
特

に
注
射
時
無
痛
に
し
て
副
作
用
皆
無
な
る
艶
等
1

此

の
種
襲
口
問
中
名
獲
第
一
一
位
に
進
出
せ
り
u

創
成

ピ
テ
ゾ
ロ

y
誘
匁
也
、
堕
酸
キ

Z
1
ネ
及
び
尿
素
早
務

涼
慌
を
特
殊
の
方
法
に
よ
り
創
製
し
た
る
飯
盛
に
し

て
本
品
二
%
水
溶
波
止
以
て
注
射
用
に
供
す
。

用
法
周
都
の
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或
は
筋
肉
内
注
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菌
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菌

肺

炎

4
ン
フ
ル
混
合

大

腸

菌

統
行
性
脳
脊
髄
膜
炎
菌

バ
ラ
チ
フ
ス
A
B
混
合

腸

チ
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苅護競念記授教春名子猪祝

殺
菌
防
曝
刷
用

士1’~＇富
士J芸童話

喫tu量Jr氏美f書締iOi
製 ~l)J毛－i告野A

供

試

品

川

文

献

脂

呈

化
皐
上
。
一
～
。
仏
oミ
ヨ
巾
『
n
c
『一「一
5
2
R巾一コえな
Z
2
に
し
て
無
刺
戟
性
の
殺
菌
防
腐
剤
な

h
o
ア
炉
カ
リ
又
は
プ
ロ
ア
イ
ン
仁
よ
り
沈
澱
を
性
骨
守
0

02

近
時
永
岡
に
て
専
ら
賞
川
さ
る

h
Z
2
2『
C
C
7

5
ロ

ミ
・木－
umの
柑
遁
せ
る
動
は
プ
ロ
l
ム
t
q
ヨ
ー

ド
じ
代
へ
た
る
所
に
あ
り
。

【
特
徴
】
毒
力
僅
徴
に
し
て
．
殺
菌
力
強
く
、
作
用
持
長
的
に
し
て
刺
戟
な
く
組

繊
障
害
柑
め
て
鞄
徴
な
り
。

【
遁
膜
症
】
刷
新
鮮
な
る
創
傷
の
殺
前
及
び
防
腐
（
椀
々
な
る
外
傷
町
制
、
手
術
創
．

，

別
一
刺
戟
を
忌
h
u
手
術
後
の
消
毒
（
小
児
の
皮
膚
、
一
般
粘
膜
、
陰
唯
及
び
肉
芽
面
等
）

町
倣
毒
性
創
J

大
股
傷
、
緑
膿
菌
、
博
品
作
創
、
泌
尿
器
疾
患
其
他
頼
々
な
る
化
膿
性
疾
患

門
用
法
及
用
量
】

mw－－
鍛
創
傷
－
乃
五
七
二
Mm．
水
溶
液
何
皮
膚
治
毒
，
二
・
七
夕
骨
精
府
政

mw粘

膜
消
毒
二
月
至
四
Mm水
熔
波
凶
嶺
毒
性
創
及
び
緑
膿
菌
俸
は
木
創
二
Mm以トド
L

の
薩
序
水
裕
液

－

mw鵠
雄

m
o
－－
U
F水
溶
液

mw喧
肱
注
射
一
%
水
叫
が
波
ル
ヱ

O
乃
至
ニ
0
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す

紛
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一

O
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五
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苅畿披念記授教春名子猪蹴

強
州
地
・
時
吸
強
盛
剤

、
ど
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〆
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チ

フ
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' .’ 
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心
臓
機
能
衰
弱
じ
封
す
る
カ
ム
フ
ル
の
興
奮

作
用
と
呼
吸
麻
痩
回
復
の
南
作
用
を
併
有
す

水
溶
性
に
L
て
効
力
の
毅
羽
治
油
開
且
待
縦
住
な
旬
、
廷
闘
咽
の
脱
慌
を
同
復
L
呼
吸

申
績
や
輿
鋳
せ
し
め
呼
吸
閑
維
を
徐
〈
、
向
座
．
呼
吸
及
心
臓
の
繍
踊
宮
町
織
に
射

す
る
作
用
は
カ
4

7
ル
に
優
り
而
も
明治
績
作
用
な
く
長
時
持
創
刊
す
る
も
常
に
均
等

に
作
用
す
る
が
放
に
正
確
な
る
用
量
を
工
刀
L
得
ら
λ

、
内
」押せ
し
わ
る
も
吸
収

速
か
に
し
て
注
射
と
同
等
の
効
果
ゆ
現
は
す
、
願
用
の
範
開
駅
汎
な
め
。

（注
射
浴
・
品
川
服
溶
液
）
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米 I口献
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衡凡ル大
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国
咽
西
パ

i
ゼ

L

化

畢

工

、

紅

白
広
範
代
理
店
品
開
曹

π宝
乱
荷
予
計
武
田
長
兵
衛
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店

特

約

店

東

京

小

西

新

・

鳥
居

・
三
共
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チリ護披念記賀枕稀古生先子猪統i

外科器械

其

他

一

般

醤

科

器

械

製

作

販
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度

量

衡

器

計
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寅

hit 
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器

械
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五
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」戚
猪

子

先
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念
競
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刊

必繍血計度理響

且化
帯清里
量撃
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貰販造製

合株
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白
井
松
器
械
舗
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修
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象
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械

関
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一

手

版

責

ロ

ー

ヤ

ル

顕

微

鏡

製

造

販

責

元

光

皐

器

械

理

化

器

械

輸
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販

責

猪
子
名
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授

記

念

競

護

刊
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ム
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商

大
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之

島

宗
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械

日
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子
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誉
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授

房

記

念

擁

護

刊

元三
事~

田

商

店

京

都

市

整

屋

町

二
傑

下

ル

電
話
長
主
間
五
七
六
番

振
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穴
阪
五

0
0
六
七
番



t
猪
子
名
馨
教
授

一
層
古
稀
記
念
競

警

皐

乗R

げ
贋
告
一
代
理
業

雑

． 
ι一

央

阪

市

東

匡

京

橋

三

す
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七
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店

虞
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部

電
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東

三

O

八

O

番
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鴎

宍

阪

四
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一
一
五
二
番



醤

E堅
講

習

生

募

集

昭
和
六
年
二
月
二
日
（
月
耀
日
）ヨ

リ

同

月

二

十

八

日

（土

曜

日
）
迄
木
準

部

ニ

於

テ

左

記

科

目

ノ

殴

酉

準

講

習

曾

テ

開

ク

志

望

者

パ

昭

和

六

年

一
月
十
四
日
限
叫
ノ
出
願
セ
ラ
ル
へ

一
、
内

一
、
皮

膚

不1・徽

ν 

E手

一
、
外
科
事
及
整
形
外
科
事

主
母

塁手

一
、
耳

畠

考基

咽

l喉

科

各
科
共
外
来
患
者
臨
床
講
義
テ
行
ア
委
細
ハ
事
務
室
へ
照
曾
セ

ラ
レ
タ
シ

京
都
一
帝
園
大
皐
殴
酉
随
宇
部



況
猪
子
名
選
一口
教
授

一
月
古
稀
記
念
競

大

阪

市

東

区

道

修

町

二

ノ

二

七

武
田
長
兵
衛
商
店



消
炎
鎮
痛
巴
布
剤

aa
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ホ
ス
ピ
ン
合
併
新
製
品

主
宰
・
ン
打
・

盟
問
家
向
新
包
装
務
責

多
量
御
使
用
の
曹
家
各
位
に
封
し
今
回
特
別
安

債
な
る
五
好
入
（七
園
）
新
包
緩
み
守
護
変
数
し
志

し
に
か
ら
一
層
御
愛
用
の
程
蜘
ひ
ま
す
。

（症臆適）

流
感
・
肺
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・
防
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炎
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気
管
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炎

中
耳
炎
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属
桃
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捻
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痛
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O
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店
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舎

粧
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町

F.29(N) 



lnhaltsverzeichnis. 

Fujinami, S., Ueber den Verlauf der <lurch die lumbosacrale Ganglio・
nektomie nach lto-Ohsawa herbeigefuhrten Heilung des chronishen 
. U nterschen】celgeschwurs.. . . . . . . . ・. . . . . . . . . • . 1 

Ohsawa, T., Ueber die unilaterale freie Thotakotoinie mit oder ohne 
Kombination mit der transdiaphragmalen bzw. der ventro・arco-
diaphragmalen Laparotomie fur operative Eingriffe in der dorsalen 
Tiefe der unteren Apertur der Brust des Menschen. . . . . . . . 9 

Tomita, M., Unterschied zwischen dem Nativantigen und dem Kok-
toantigen in ihrer prophylaktischen bzw. therapeutischen Wirkung 
beim Eindringen der Mikroben in die Brusthδhie. ・・・・・・・・ 44

Araki, C., Beitrag zur operativen Behandlung von Mastdarmprolapsus.・66

Kambe, N., Ueber idiopathischen Choledochuszyste. . . . . . . . • 74 

Mayeda, W. u. Momotani, T., Ueber die Beziehungen zwischen dem 
Fibrinogengehalt im Blutplasma und der Erythrocytensenkungs~ 
geschwindigkeit, und den Wert seiner Bestimmung filr die Diag-
nose der chirurgischen Tuberculose. . . . . . . . . . . . . . . 84 

Hashimoto, M., Morphologische Forschungen iiber Nervenendi~ungen・
II. Abteilung: Veranderungen der Nervenfasern und -endigungen 
durch Nervengifte. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 95 

Hashimoto, M., Uber die Knochen明u.Gelenktuberkulose der Chinesen .. 107 

Ohno, K., Die biochemische Untersuchung bei der Heilung der Kno-
chenfraktur. III. Mitteilung. Der Einfluss der intravenosen Injektion 
des Chlorca!ciums au{ den Heilungsvorgang der Fraktur. (2. Tei!.) 
Die Versuche mit den einen Tag um den andern wiederholten In-
je】ctionenvon 0.3 ccm der 1.0折ChlorcalciumlOsungpro:l.OKg des 
Korpergewichtes des Kaninchens. . . . . . . . . . . . . . . • 115 

Ohno, K., Die biochemische Untersuchung bei der Heilung der Kno・
chenfraktur. IV. Mitteilung. Der Einfl.uss der nicht oralen Applika-
tion der gelben Phosphorolivenoelloesung auf den Heilungsvorgang 
der Fraktur. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 147 

Saigo, K., Rontgenanatomie ・ des Handgelenks der Japaner und ihre 
klinische Bedeutung. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 181 

lwashima, T., Experimentelle Studien ueber den Einfluss der Lumba-
lanasthesie auf der Darmbewegung. Anhang: Therapeutischer 
Wert der Anwendung der Lumbalanasthesie bei der sogen,annten 
Darmparese. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 223 

Yamamoto, A., Experimentelle Untersuchung uber den Einflusse der 
Darm亙pulungund der Anusreizung auf die Dunndarmbewegung. . . 278 

Tame, T., Ueber die arterielle Versorgung der Magenwand. II. Mit-
teilung: Ueber die Blutgefasse der Magenschleimhaut bei Kanin・
chen ............................ 306 

Tame, T., Ueber die arterielle Versorgung der Magenwand. III. Mit-
teilung: Ergebnisse der Erforschung i.iber Hundemagen. . . . . . 314 



Mori, Y. u. Ohkuma, Y., Ueber gj~＿ (ie.wjnnung der lokalen aktiven. 
Imm uni tat des subkutanen Gewebes mittels der Einreibung. det ・・ 

,Strept9’Staphylokok;ojn』α叩

; Taguchi; T., A Case of Carcin叩1at~us Lateral Aberrant Thyroids. • ・ 351 

Fuji也，N.u. Nakan0, T., Ueber die Peritonitis chronica fibk'osa incap・ z

・Su!ata (Zuckergussdarm) ; . . . . . . ~ . • • . • . ・ . • ・ ・ 363 

Sakurai; M., Ueb~r· die D~rynwandverdickung -schrumpfurig und -strik~ 
" tur・ nach veraltetとrAtrioebendysenterie. . . . ,; . ; . . . . . . 375 

.Uye~a, K. 'u. Nagai, T., Zur BehanditそngdesHimdrucks nach Tramha .. 381 

Yatagai, K., ・ueber ~ie Untersuchung:sme~hoden der Darmbewegung) 
insbesondere .eine、neuegraphische Reg！司trierungsmethode. ・・・・司89

Kumano, M., Uebとrsogen3.J).ntと Ga~pei-it9nitis. . ... _ . 守 λ ・・・？・ 401

Fukusato, S., lJeber Dubdeh.~1ni mobil~ ..偽．二‘ .. . . . . . -. . .. 41 5 

Miyazaお；M., Rδntg.e~ 
rung d_es Bn.istbein主． ~ .守・・・・・・・・・・・・・....435 

笥＂＇

Mori, Y ., Uber die. Tamponierung mit dem gerinntingsfahigen Rind er-
blUtplasma bei sch"Yer -bhJtender W!lnde. . . . • . . . . . . • 443 

Tsujimura1 H., -Uebぽ 、einenrnittels freier Thorakoto~ie operierten 
Fall von traumati~cher D包凶ragmaher.nie..・ ・・．・・・・・..456 

Araki, Ch., Uber das Invasionsfieber. . . . • . . • . . . • • 469 

Tatsumi, K. Das lmpedin bei den mit Spirochaeta pal1ida. infizierten 

Kani nchenhc>den. .ー．．，．．．．．．・・・・ e・・・・・. • 534 

AoyagJti~ Y ., W部 ・forLebeweseil produzieten ・ fo~pedine ? . • : ? . . 564 
Suzue, .. M... Experimentelle U nter.;uchungen油er.den Efofiuss tern-
poriirer Gefa.ssstic::laok~emniu~g _ auf die令Niere. . • • : . , . . . 581 

Hara，山M., Chirurgische An~endu11g der Lymphgefassinjection. . . . 6l 7 

Takaghi1 S., Ein Fall von ・Fibronfa, ossificans der Schilddriise. .‘. 671 

HoriUch~； S., U eber die Operation der ' akuten allgemeinen durch 
Perforation des Wunnfortsatzes Veit1rsachten J?eritonitis. . • ' . • ' . 624 

Yosh加asu,Y., Kritik der verschiedenen Behandlun~sarten白r akuten 
Peritonitis. . . . . . . . .叫.......・: .... . .. •.. 6.32.・・ 
Soejima, Y., Ue!:>er die sog.': Fruhoperatio~ ・bei akuter WurmfurtSatz-: 
entzi.indung. ・・・・・・ 4 ・・’・・・ ............ '662'-

Soejima, Y., Ueber die Auskultation des Abdomens. ・・・・＇ . •' • 665 

Uyama, S.~ ~· U~t;r ・ di~ bakteriziqe Wirkung des Alkohols unq. ~ip.e , ・ , 
Sterilisationsme_thode. . . . . . . . . . .・・・.. ' ~. ~ • • 669 

Ito, H., :Vergangenbeit und Zukunft der Chfrurgie de$,. :vegetativep 
]'rervensystems. . . . . . , .・．．．．・ ・・・・．、 ・.：. -... 675・

Torikata, R., Die Erforschung i.iber das Impedin und das kρk“gen. 688 
Torikata, R., Fortschritte in der Chirurgischen -Universitatskftnik, 
Kyoto. . ... ; ......... _ ....γ....... 694 




